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小‐1 積極的な外科マージン設定を行ったにもかかわらず許容できる顔貌を維持できた猫の涙腺腺癌の1例
○岡本健太郎1） 酒井俊和1） 山本杏菜2） 貝沼大樹1） 鳥巣至道1）

（1）酪農大伴侶動物医療学 2）日本小動物がんセンター）
小‐2 鼻鏡扁平上皮癌の症例に対し、上顎温存と口唇粘膜形成により術後の顔貌変化を

最小限に抑えた犬の1例
○酒井俊和1、2） 貝沼大樹2） 鳥巣至道1、2） （1）酪農大伴侶動物医療学 2）酪農大附属動物医療センター）

小‐3 門脈枝結紮による残存肝の代償性肥大後に肝臓中央・左区域を一括切除した犬の肝臓腫瘍1例
○大楠大介1） 貝沼大樹2） 酒井俊和1、2） 三好健二郎1、2） 鳥巣至道1、2）

（1）酪農大伴侶動物医療学 2）酪農大附属動物医療センター）
小‐4 色素性胸腺腫の犬の1例

○鈴木辰博1） 谷川慶一2） 廉澤 剛3） 貝沼大樹1） 酒井俊和1） 鳥巣至道1）

（1）酪農大伴侶動物医療学 2）日本動物高度医療センター川崎病院 3）日本小動物がんセンター）
小‐5 後腹膜原発パラガングリオーマの犬の1例

○金 尚昊1） 松本 創2） 大山紀彦2） 賀川由美子3） 奥村正裕1）

（1）北大獣医外科学 2）北大附属動物病院 3）ノースラボ）
小‐6 強度変調回転照射法を用いて定位放射線治療を実施した犬の鼻腔腫瘍41例

○出口辰弥1） 細谷謙次1） 金 尚昊2） 木之下怜平1） 竹内恭介1） 奥村正裕2）

（1）北大附属動物病院 2）北大獣医外科学）
小‐7 犬の強度変調回転放射線治療における10MV Flattening Filter Freeビームの有用性の検討

○西澤一希1） 出口辰弥2） 細谷謙次1、2） 森下啓太郎1、2） 金 尚昊3） 木之下怜平2） 竹内恭介2）

奥村正裕3） （1）北大獣医先端獣医療学 2）北大附属動物病院 3）北大獣医外科学）
小‐8 犬の口腔内悪性黒色腫に対する抗Programmed death-Ligand1抗体療法と放射線治療における

アブスコパル効果の誘導解析
○大脇 稜1） 出口辰弥2） 細谷謙次2） 今内 覚3） 前川直也3） 立花由莉加2） 中村基司4）

金 尚昊1） 須永隆文1） 奥村正裕1）

（1）北大獣医外科学 2）北大附属動物病院 3）北大獣医感染症学 4）北大獣医先端獣医療学）
小‐9 膀胱鏡ガイド下ホルミウム：YAGレーザー焼灼により治療した異所性尿管の犬の1例

○松本 創1） 細谷謙次1） 木之下怜平1） 金 尚昊2） 奥村正裕2）

（1）北大附属動物病院 2）北大獣医外科学）
小‐10 帯広市内においてレプトスピラ症が疑われた犬の1例

○岡村佳乃子1） 大池三千男2） 矢口和彦3） 田川道人4） 松本高太郎1） 足立真実4）

（1）帯畜大臨床獣医学 2）おおいけ動物病院 3）微生物化学研 4）帯畜大動物医療センター）
小‐11 原発性自然気胸に対してミノサイクリンによる胸膜癒着術を実施した犬の1例

○檀上直史1） 酒井俊和1、2） 堀 あい1） 杉田千尋1） 貝沼大樹2） 鳥巣至道1、2）

（1）酪農大伴侶動物医療学 2）酪農大附属動物医療センター）
小‐12 重度肝線維化を伴う好酸球性肉芽腫を認めた好酸球増多症候群の若齢小型犬の1例

○篠原正義1） 田村昌大2） 金 尚昊3） 賀川由美子4） 滝口満喜5）

（1）北大附属動物病院 2）酪農大伴侶動物医療学 3）北大獣医外科学 4）ノースラボ 5）北大獣医内科学）
小‐13 長期生存している特発性被嚢性腹膜硬化症の猫の1例

○前田晴香1） 横山 望1） 木之下怜平1） 大田 寛2） 岡田一喜3） 賀川由美子3） 滝口満喜4）

（1）北大附属動物病院 2）酪農大伴侶動物医療学 3）ノースラボ 4）北大獣医内科学）
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小‐14 左室壁肥厚と動的流出路閉塞を呈した犬の3例
○湯本優希1） 中村健介2） 志波一恵3） 寺澤元子4） 早坂郁人1） 滝口満喜2）

（1）北大附属動物病院 2）北大獣医内科学 3）しば動物病院 4）北野動物病院）
小‐15 ホモトキシコロジーで治療した骨髄異形性症候群から急性骨髄性白血病へ進行した犬の1例

○大池三千男1） 渡邉謙一2） 古林与志安2） （1）おおいけ動物病院 2）帯畜大基礎獣医学）
小‐16 リヒター症候群を疑ったT細胞性リンパ腫の犬の1症例

○田川道人1） 松本高太郎2） 麻田正仁3） 弘川治喜4）

（1）帯畜大動物医療センター 2）帯畜大臨床獣医学 3）帯畜大原虫研 4）にれの木動物病院）
小‐17 免疫介在性好中球減少症の犬の1症例

○佐藤大輝1） 田川道人1） 柳川将志2） 渡邉謙一3）

（1）帯畜大動物医療センター 2）帯畜大臨床獣医学 3）帯畜大基礎獣医学）
小‐18 メラトニンの経口投与が著効した両側性副腎腫大を伴う全身性脱毛症のフェレットの1例

○TEOH YONG BIN1） 亀山健吾2） 永田矩之2） 佐々木 東1） 中村健介1） 滝口満喜1）

（1）北大獣医内科学 2）北大附属動物病院）
小‐19 水腎症が疑われた右腎摘出が奏功したヨツユビハリネズミの1症例

○松井李穂1） 大橋銀河1） 塚本雄基2） 峰重隆幸2） 渡邉謙一3） 古林与志安3） 大橋英二1）

（1）あかしや動物病院 2）帯畜大基礎獣医学 3）帯畜大グローバルアグロメディシン研）
小‐20 ウサギの臨床現場における血清アミロイドA濃度測定の有用性の評価

○大橋英二1） 松井李穂1） 大橋銀河1） 松本高太郎2） （1）あかしや動物病院 2）帯畜大臨床獣医学）
小‐21 Nannizziopsis guarroiに感染したフトアゴヒゲトカゲ（Pogona vitticeps）の2例

○大橋銀河1） 松井李穂1） 豊留孝仁2） 佐野恵奈2） 木内 健2） 峰重隆幸3） 渡邉謙一3） 大橋英二1）

（1）あかしや動物病院 2）帯畜大基礎獣医学 3）帯畜大グローバルアグロメディシン研）
小‐22 三次元CADモデルが内視鏡外科の手術支援に有用であったの犬の2例

○細谷謙次1） 大脇 稜2） 松本 創1） 木之下怜平1） 金 尚昊2） 奥村正裕2）

（1）北大附属動物病院 2）北大獣医外科学）
小‐23 非造影4D-MRAにより診断した鎖骨下動脈盗血症候群の犬の1症例

○新坊弦也1） 越後良介1、2） 滝口満喜3）

（1）北大附属動物病院 2）日本動物高度医療センター 3）北大獣医内科学）
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